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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 2,202 △21.0 △464 ― △488 ― △1,015 ―

21年3月期第3四半期 2,787 ― △769 ― △795 ― △911 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △99.71 ―

21年3月期第3四半期 △89.53 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 6,366 4,024 63.1 394.35
21年3月期 8,736 5,064 57.9 496.91

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  4,015百万円 21年3月期  5,059百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―

22年3月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,985 △7.8 △693 ― △736 ― △1,342 ― △131.80
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、6ページ「定性的情報・財務諸表等」4.その他（2）をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

1. 平成21年11月13日に公表しました連結業績予想および個別業績予想は、修正しておりません。 
2. 上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業
況の変化等により、上記予用数値と異なる場合があります。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 10,696,320株 21年3月期  10,696,320株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  514,988株 21年3月期  514,948株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 10,181,350株 21年3月期第3四半期 10,181,585株
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当第３四半期連結累計期間における世界経済は、各国政府の経済対策の効果と、世界的に在庫調整が進

み、回復の基調が見え始めております。わが国の経済においては、世界経済の回復傾向に対し、景気低迷

からの回復が足踏みしており、更なる景気の二番底の警戒も強まりつつあります。 

こうした状況の中、当社グループと関連深いエレクトロニクス業界でも、中国経済の不況からの回復と

市場の活性化傾向、製品は限定されますが市場回復を示すメーカーの需要予想等、業界動向は全世界的に

回復基調であり、当社業績も底を脱した感があります。 

  

当社グループは、前年度同様、経営基本方針の「総合研磨メーカーへの転身」と「機能性薄膜塗布事業

の推進」の２本柱で、業績回復を目指しております。 

  

「総合研磨メーカーへの転身」では、【VARIOFILM】シリーズ、新研磨テープ【MIGTテープ】などの新

製品の充実により売上増加を目指し、徐々に売上に寄与してきております。 

ハードディスク製造メーカーでの生産回復を受け、当社ではポリッシングリキッド並びにポリッシング

クーラントが売上を伸ばしております。従来品の主力であるポリッシングフィルムもハードディスク製造

の中心地域であるアジア地域で売上が回復基調にあります。 

「機能性薄膜塗布事業の推進」では、自社ブランドのハードコートフィルムを主体として開発・営業活

動を継続しており、今後の売上拡大を予想します。 

  

当第３四半期連結累計期間において、経営資源の選択と集中として昭島工場を閉鎖し山梨工場ならびに

海外子会社への製造移管、不採算事業の見直しとしてCMP事業の休止、希望退職の募集を実施しいたしま

した。 

  

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は22億２百万円（前年同期比79.0%）となりま

した。 

損益面では、平成21年３月と11月に実施しました希望退職募集による人件費圧縮効果、並びに利益率の

比較的良い製品の拡販により、費用圧縮と収益改善の効果があり、営業損失は前年同期と比較し約３億円

減少し、４億64百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間において経営合理化策により、昭島工場閉鎖に伴う減損損失４億35百万円、

希望退職の実施に伴う特別退職金59百万円を特別損失に計上しました。その結果、経常損失４億88百万

円、四半期純損失10億15百万円となりました。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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事業別売上高につきましては、次のとおりであります。 

  

① 研磨関連事業 

（ⅰ） ポリッシングフィルム売上高は11億90百万円（前年同期比80.5%）となりました。光ファイバー
関連、液晶パネル関連が不振により減収となりました。ハードディスク関連は、売上が微増いたし
ました。自動車関連の【VARIOFILM】はグループ売上合計で約13百万円の売上となりました。 

  

（ⅱ） ポリッシングリキッド売上高は、３億49百万円（前年同期比110.0%）となりました。マレーシ
アの連結子会社M.M.S.並びに日本で好調に推移し、増収となりました。 

  

（ⅲ） ポリッシングマシーン売上高は、取引先の設備投資抑制の影響を受け、１億96百万円（前年同
期比89.4%）となりました。 

  

② 機能性薄膜塗布事業 

（ⅰ） 機能性フィルム売上高は、自社ブランドのハードコートフィルム売上が、６百万円（前年実績
なし）となりました。 

  

（ⅱ） 受託製造売上高は85百万円（前年同期比14.7%）となりました。 

  

所在地別の業績は、次のとおりであります。 

日本の売上高は、14億77百万円（前年同期比74.7％）となりました。売上減少の主要因として
は、光ファイバー関連と液晶パネル関連のポリッシングフィルム売上の不調が影響いたしました。
また、設備投資の回復が厳しい半導体関連と液晶パネル関連のポリッシングマシーンの販売が不調
となり、加えて機能性塗布事業の受託製造関連売上も減少しました。この様な状況下、金額は大き
くありませんが、ポリッシングクーラントが売上を伸ばしております。 

  

米国の連結子会社M.I.C.の売上高は、３億27百万円（前年同期比62.2％）となりました。光ファ
イバー関連は市場が回復せず、ポリッシングフィルム売上が引き続き不調となりました。ハードデ
ィスク関連のポリッシングフィルムの売上は、アジア地域へ製造移管した事により、売上減少とな
りました。 
  

アジア地域の売上高は、15億３百万円（前年同期比130.7％）となりました。ハードディスク関
連のポリッシングクーラントが好調で売上を伸ばしております。また、取引先の増産に伴いポリッ
シングスラリーも売上を伸ばしています。自動車関連売上と【VARIOFILM】シリーズの拡販が進ん
でいる一方、光ファイバー関連売上の回復が遅れています。 

  

(1) 事業別売上高の状況

(2) 所在地別売上高の状況

① 日本

② 北米

③ アジア地域
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(総資産) 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は63億66百万円で、前連結会計年度末に比べ23億70百万円減少
いたしました。主な増減内容は、現金及び預金の減少19億87百万円、有形固定資産の減少６億33百万円
等によるものであります。 

  

(負債) 

負債の部は23億41百万円で、前連結会計年度末に比べ13億30百万円減少いたしました。主な増減内容
は、借入金の減少12億33百万円等によるものであります。 

  

(純資産) 

純資産の部は40億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億39百万円減少いたしました。主な増
減内容は、四半期純損失10億15百万円計上したこと等によるものであります。 

  

この結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末の57.9％から63.1％に
上昇しております。 

  

  

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末より17億
73百万円減少し、６億63百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりです。 

  

当第３四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、６億88百万円の支出
（前年同四半期は１億90百万円の支出）となりました。主な要因は、減価償却費２億43百万円の計上
及び減損損失４億41百万円の計上と仕入債務の増加額１億13百万円があった一方で、税金等調整前四
半期純損失９億73百万円の計上及び売上債権の増加額３億９百万円や特別退職金の支払１億93百万円
等により減少したことによるものであります。 
  

当第３四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、１億72百万円の収入
（前年同四半期は12億32百万円の収入）となりました。主な要因は、定期預金の払い戻しによる収入
２億13百万円等によるものであります。 
  

当第３四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、12億34百万円の支出
（前年同四半期は４億５百万円の支出）となりました。主な要因は、長期借入金による収入１億50百
万円があった一方で、長期借入金の返済による支出３億33百万円及び短期借入金の純減少額10億50百
万円等があったことによるものであります。 

2. 連結財政状態に関する定性的情報

(1) 連結財政状態

(2) 連結キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
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今後の業績予想については、平成21年11月13日付「特別損失の発生ならびに平成22年３月期 業績予想

の修正に関するお知らせ」にて公表しました業績予想に変更は御座いません。 

  

  

(％表示は、通期は対前期増減率) 

 
(注) 個別業績予想数値の当四半期における修正の有無 ： 無 

  

１．平成21年11月13日に公表しました連結業績予想及び個別業績予想は、修正しておりません。 
２．上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んで

おります。実際の業績等は、業況の変化等により、上記予想数値と異なる場合があります。 

  
  

該当事項はありません。 

  

  

①  簡便な会計処理 

(ⅰ) 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化

がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお

ります。 

(ⅱ) 棚卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなも

のについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

(ⅲ) 固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。 

  

 該当事項はありません。 

3. 連結業績予想に関する定性的情報

個別業績予想の概要（参考情報）

平成22年３月期の個別業績予想（平成21年４月１日～平成22年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,066 △12.8 △664 ― △712 ― △1,264 ― △124 15

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 813,284 2,800,583

受取手形及び売掛金 904,180 594,599

商品及び製品 232,992 190,129

仕掛品 542,268 558,170

原材料及び貯蔵品 158,358 206,914

繰延税金資産 8,137 25,003

その他 113,766 91,332

貸倒引当金 △16,541 △23,421

流動資産合計 2,756,448 4,443,313

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,511,960 5,498,089

機械装置及び運搬具 1,536,412 1,558,386

建設仮勘定 － 23,635

その他 323,260 324,241

減価償却累計額 △5,173,380 △4,572,931

土地 1,223,843 1,223,843

有形固定資産合計 3,422,096 4,055,266

無形固定資産   

その他 84,408 124,689

無形固定資産合計 84,408 124,689

投資その他の資産   

投資有価証券 38,340 48,264

繰延税金資産 476 987

その他 76,960 76,192

貸倒引当金 △12,418 △12,118

投資その他の資産合計 103,358 113,325

固定資産合計 3,609,863 4,293,281

資産合計 6,366,311 8,736,594
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(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 277,233 163,238

短期借入金 1,314,602 2,440,432

未払法人税等 5,780 10,732

賞与引当金 10,457 19,372

その他 154,086 309,092

流動負債合計 1,762,159 2,942,868

固定負債   

長期借入金 430,917 538,744

繰延税金負債 22,396 15,667

退職給付引当金 99,603 161,006

その他 26,574 14,077

固定負債合計 579,491 729,495

負債合計 2,341,651 3,672,363

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,998,700 1,998,700

資本剰余金 2,953,700 2,953,700

利益剰余金 △443,401 572,970

自己株式 △481,309 △481,299

株主資本合計 4,027,689 5,044,070

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 14,141 13,654

為替換算調整勘定 △26,787 1,461

評価・換算差額等合計 △12,646 15,115

新株予約権 9,617 5,044

純資産合計 4,024,660 5,064,231

負債純資産合計 6,366,311 8,736,594
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(2)【四半期連結損益計算書】 
 【第３四半期連結累計期間】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 2,787,894 2,202,505

売上原価 1,947,440 1,405,374

売上総利益 840,453 797,131

販売費及び一般管理費 1,609,977 1,261,700

営業損失（△） △769,523 △464,569

営業外収益   

受取利息 5,377 1,546

受取配当金 2,010 1,650

受取賃貸料 13,450 13,327

助成金収入 － 5,967

その他 21,576 5,144

営業外収益合計 42,415 27,636

営業外費用   

支払利息 36,966 31,160

為替差損 27,683 14,250

その他 3,738 6,549

営業外費用合計 68,388 51,960

経常損失（△） △795,497 △488,893

特別利益   

固定資産売却益 3,630 907

投資有価証券売却益 － 10,567

関係会社株式売却益 300,000 －

貸倒引当金戻入額 － 6,132

その他 1,197 1,995

特別利益合計 304,827 19,602

特別損失   

固定資産除却損 248,662 43

減損損失 － 441,133

特別退職金 － 59,000

事業整理損 － 1,996

その他 133,905 2,371

特別損失合計 382,568 504,545

税金等調整前四半期純損失（△） △873,237 △973,836

法人税、住民税及び事業税 41,231 25,322

法人税等調整額 △2,888 16,023

法人税等合計 38,343 41,346

四半期純損失（△） △911,580 △1,015,182
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △873,237 △973,836

減価償却費 272,034 243,091

減損損失 － 441,133

賞与引当金の増減額（△は減少） △80,949 △8,914

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,294 △61,403

受取利息及び受取配当金 △7,387 △3,196

支払利息 36,966 31,160

投資有価証券売却損益（△は益） － △10,567

売上債権の増減額（△は増加） 806,995 △309,580

たな卸資産の増減額（△は増加） 196,050 21,594

仕入債務の増減額（△は減少） △252,760 113,994

貸倒引当金の増減額（△は減少） － △6,579

関係会社株式売却損益（△は益） △300,000 －

固定資産除却損 248,662 43

その他 104,704 88,241

小計 152,373 △434,817

利息及び配当金の受取額 7,337 3,812

利息の支払額 △34,603 △35,405

法人税等の支払額 △48,040 △29,334

役員退職慰労金の支払額 △267,725 －

特別退職金の支払額 － △193,064

営業活動によるキャッシュ・フロー △190,658 △688,809

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の払戻による収入 300,291 213,916

定期預金の預入による支出 △7,857 △600

投資有価証券の売却による収入 － 21,312

関係会社株式の売却による収入 300,000 －

有形固定資産の売却による収入 354,467 －

有形固定資産の取得による支出 △133,669 △61,431

営業譲渡による収入 283,697 －

その他 135,370 △642

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,232,300 172,554

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入れによる収入 300,000 150,000

長期借入金の返済による支出 △304,514 △333,657

短期借入金の純増減額（△は減少） △350,000 △1,050,000

リース債務の返済による支出 － △1,141

自己株式の取得による支出 △34 △9

配当金の支払額 △51,170 △125

財務活動によるキャッシュ・フロー △405,718 △1,234,933

現金及び現金同等物に係る換算差額 △59,661 △22,770

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 576,261 △1,773,958

現金及び現金同等物の期首残高 2,255,096 2,437,831

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,831,358 663,872
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 第３四半期連結累計期間 

 
  

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末 
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末 
(平成21年３月31日)

 

※ 担保資産

  担保に供されている資産について、事業の運営に

おいて重要な重要なものであり、かつ、前連結会計

年度の末日に比べて著しい変動が認められるもの

建物及び構築物 1,639,618千円（帳簿価額）

土地 1,223,028千円（ 〃 ）

計 2,862,646千円（帳簿価額）

※ 減価償却累計額には減損損失累計額が含まれており

ます。

 

※ 担保資産

建物及び構築物 337,880千円 （帳簿価額）

土地 458,937千円 （  〃  ）

計 796,818千円 （帳簿価額）

※ 減価償却累計額には減損損失累計額が含まれており

ます。

(四半期連結損益計算書関係)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年12月31日)

 

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

荷造運搬費 31,554千円

給与・賞与 470,078千円

賞与引当金繰入額 11,331千円

退職給付費用 18,585千円

減価償却費 93,060千円

研究開発費 364,437千円

─────  

 

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

荷造運搬費 40,899千円

給与・賞与 332,474千円

賞与引当金繰入額 10,457千円

退職給付費用 20,291千円

減価償却費 72,202千円

研究開発費 356,047千円

※ 減損損失
 

当社グループは、以下の資産グループについて減
損損失を計上しております。

用途 種類 場所

遊休資産
建物及び
構築物等

東京都昭島市 
米国カリフォルニア州

当社グループは、管理会計上の区分に基づいて
事業用資産をグルーピングしております。ただ
し、遊休資産については、当該資産単位にてグル
ーピングを行っております。

また、遊休資産については、将来における具体
的な使用計画がなく、将来の利用見込みが極めて
不透明であるため、当該資産の帳簿価額を回収可
能価額まで減額し、減損損失（441,133千円)とし
て特別損失に計上いたしました。
その内訳は、建物及び構築物409,762千円、機械

装置及び運搬具26,016千円、その他5,355千円であ
ります。

なお、回収可能価額は、正味売却価額により測
定しております。正味売却価額は、他への転用や
売却が困難なことから、零円としております。
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 第３四半期連結会計期間 

 
  

  

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日  
  至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日  
  至 平成21年12月31日)

 

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

荷造運搬費 10,497千円

給与・賞与 137,800千円

賞与引当金繰入額 11,331千円

退職給付費用 1,343千円

減価償却費 27,408千円

研究開発費 176,474千円

    

─────

 

 

※ 販売費及び一般管理費の主なもの

荷造運搬費 14,286千円

給与・賞与 74,740千円

賞与引当金繰入額 10,457千円

退職給付費用 6,898千円

減価償却費 11,299千円

研究開発費 80,596千円

   

※ 減損損失
 

当社グループは、以下の資産グループについて減
損損失を計上しております。

用途 種類 場所

遊休資産
建物及び
構築物等

米国カリフォルニア州

当社グループは、管理会計上の区分に基づいて
事業用資産をグルーピングしております。ただ
し、遊休資産については、当該資産単位にてグル
ーピングを行っております。

また、遊休資産については、将来における具体
的な使用計画がなく、将来の利用見込みが極めて
不透明であるため、当該資産の帳簿価額を回収可
能価額まで減額し、減損損失（5,962千円)として
特別損失に計上いたしました。
その内訳は、建物及び構築物5,294千円、機械装

置及び運搬具668千円であります。
なお、回収可能価額は、正味売却価額により測

定しております。正味売却価額は、他への転用や
売却が困難なことから、零円としております。

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日  
 至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日  
 至 平成21年12月31日)

 

※ 現金及び現金同等物の前第３四半期連結累計期間末

残高と前第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成20年12月31日現在)

現金及び預金 3,192,531千円

預入期間が３ケ月を超える

定期預金
△361,173千円

現金及び現金同等物 2,831,358千円

 
 

※ 現金及び現金同等物の当第３四半期連結累計期間末

残高と当第３四半期連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係(平成21年12月31日現在)

現金及び預金 813,284千円

預入期間が３ケ月を超える

定期預金
△149,412千円

現金及び現金同等物 663,872千円
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該当事項なし 

  

  
前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  
当社及び連結子会社の事業は、すべて同一セグメントに属するポリッシング製品・商品の製造・販

売を行っており、当事業以外のものがないため事業の種類別セグメント情報の記載を省略しておりま
す。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 
  

当社及び連結子会社の事業は、すべて同一セグメントに属する研磨関連事業を行っており、当事業
以外のものがないため事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

  

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北 米 ・・・・・・ アメリカ 

(2) アジア ・・・・・・ マレーシア・中国・その他アジア諸国 

３ 「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成18年７月５日 企業会計基準第９号）を第

１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下

げの方法)に変更しております。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間

の「日本」の営業損失が18,224千円増加しております。 

４ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18

年５月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行って

おります。この結果、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「アジア」の営業利

益が72,360千円増加しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日)

日本 
(千円)

北米
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,501,611 503,944 782,338 2,787,894 ― 2,787,894

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

475,607 23,139 367,961 866,708 (866,708) ―

計 1,977,218 527,084 1,150,300 3,654,602 (866,708) 2,787,894

営業利益(又は営業損失△) △ 541,393 39,455 98,190 △ 403,746 (365,776) △ 769,523
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当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。  

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北 米 ・・・・・・ アメリカ 

(2) アジア ・・・・・・ マレーシア・中国・その他アジア諸国 
  

  

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北 米    ・・・・・・ アメリカ 

(2) アジア    ・・・・・・ マレーシア・中国・その他アジア諸国 

(3) その他の地域 ・・・・・・ ヨーロッパ他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

４ 「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成18

年５月17日 実務対応報告第18号）を第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行って

おります。 
  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日) 

  

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 北 米    ・・・・・・ アメリカ 

(2) アジア    ・・・・・・ マレーシア・中国・その他アジア諸国 

(3) その他の地域 ・・・・・・ ヨーロッパ他 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
  

該当事項なし 

日本 
(千円)

北米
(千円)

アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

849,853 307,052 1,045,599 2,202,505 ― 2,202,505

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

627,423 20,741 457,665 1,105,830 (1,105,830) ―

計 1,477,277 327,794 1,503,264 3,308,335 (1,105,830) 2,202,505

営業利益(又は営業損失△) △ 172,368 △ 22,793 151,696 △ 43,465 (421,103) △ 464,569

【海外売上高】

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 367,650 881,732 96,094 1,345,477

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 2,787,894

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

13.2 31.6 3.4 48.3

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 228,576 1,147,293 16,349 1,392,219

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 2,202,505

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

10.4 52.1 0.7 63.2

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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6. その他の情報

重要な後発事象

当社は平成22年１月18日開催の取締役会において、固定資産の譲渡を決議いたしました。その

概要は下記のとおりであります。

１ 譲渡の理由

財務体質の改善および経営資源の有効活用を図るべく、下記不動産を売却するものであ

ります。なお、平成22年1月28日に譲渡先との間に売買契約を締結し、同年２月26日に譲渡完

了予定であります。

２ 譲渡資産の種類

土地 東京都昭島市武蔵野二丁目 地番62番（土地面積 672.93㎡)

３ 譲渡前の使途

駐車場

４ 譲渡の時期

平成22年２月26日予定
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